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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
下記一般式(I)で表されるテトラアザポルフィリン系色素、下記一般式(II)で表されるジ
ピラゾリルメチン系色素及び下記一般式(III)で表されるジピラゾリルスクアリリウム系
色素を含有することを特徴とするディスプレイ用フィルター。
【化１】

〔式(I) 中、Ｒ1 ～Ｒ8は、各々独立に、水素原子、ハロゲン原子、ニトロ基、シアノ基
、ヒドロキシ基、アミノ基、置換基を有していても良いアルキル基、置換基を有していて
も良いアルコキシ基、置換基を有していても良いアリール基、置換基を有していても良い
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アリールオキシ基、置換基を有していても良いアルキルアミノ基、置換基を有していても
良いジアルキルアミノ基、置換基を有していても良いアルキルチオ基、又は置換基を有し
ていても良いアリールチオ基を示し、また、Ｒ1とＲ2、Ｒ3とＲ4、Ｒ5とＲ6、Ｒ7とＲ8は
各々連結して脂肪族炭素環を形成しても良い。Ｍは、２個の水素原子、２価の金属原子、
３価１置換金属原子、４価２置換金属原子又はオキシ金属原子を示す。〕
【化２】

〔式(II)中、Ｒ9は、置換基を有していてもよいアルキル基、置換基を有していてもよい
アリール基又は水素原子を示し、Ｒ10は、置換基を有していてもよいアルキル基、置換基
を有していてもよいアルコキシ基、置換基を有していてもよいアルコキシカルボニル基、
置換基を有していてもよいアリール基、アリールオキシ基、置換基を有していてもよいア
リールオキシカルボニル基、置換基を有していてもよいアミノ基又は水素原子を示し、Ｒ
11は、置換基を有していてもよいアルキル基、置換基を有していてもよいアリール基又は
水素原子を示し、Ｘは、酸素原子又はＮＨ基を示し、これらのＲ10、Ｒ11、及びＸは、両
方のピラゾール環の間で互いに異なっていてもよい。〕
【化３】

〔式(III) 中、Ｒ12は、置換基を有していてもよいアルキル基、置換基を有していてもよ
いアリール基又は水素原子を示し、Ｒ13は、置換基を有していてもよいアルキル基、置換
基を有していてもよいアルコキシ基、置換基を有していてもよいアルコキシカルボニル基
、置換基を有していてもよいアリール基、アリールオキシ基、置換基を有していてもよい
アリールオキシカルボニル基、置換基を有していてもよいアミノ基又は水素原子を示し、
Ｙは、酸素原子又はＮＨ基を示し、これらのＲ12、Ｒ13、及びＹは、両方のピラゾール環
の間で互いに異なっていてもよい。〕
【請求項２】
請求項１に記載のディスプレイ用フィルターであって、さらに紫外線吸収剤含有層を有し
、該紫外線吸収剤層が、色素含有樹脂層より外界側、すなわち、ディスプレイ接着面とは
反対側に存在していることを特徴とするディスプレイ用フィルター。
【請求項３】
ディスプレイがプラズマディスプレイであることを特徴とする請求項１または２に記載の
ディスプレイ用フィルター。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
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本発明は、テトラアザポルフィリン系色素 、ジピラゾリルメチン系色素及びジピラゾリ
ルスクアリリウム系色素を含有する層を有することを特徴とするディスプレイ用フィルタ
ーに関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、カラー画像の表示装置として、陰極管、蛍光表示管、電界放射、プラズマパネ
ル、液晶、及びエレクトロルミネッセンス等による各種の表示装置が開発されている。こ
れらは、赤、青、緑の三原色発光の組み合わせを利用し画像表示をする形式を取っている
が、その際、上記三原色以外の発光を、所謂バンドパスフィルターを用いて吸収し、鮮明
なカラー画像を得、かつ、画像の色バランスを補正する必要がある。該バンドパスフィル
ターとしては、色素を用いたものの検討が各種なされているが、この場合、目的とする吸
収以外に吸収がないこと、及び、色素の耐熱性及び耐光性が重要な因子となる。
【０００３】
ディスプレイ用の色調整フィルターに関しては、市販の色素を用いて特定の波長の光を選
択吸収するものについて各種検討がなされているが、これらの色調整方法では、必要な３
原色成分まで一部吸収してしまうために色バランスが悪くなってしまったり、ディスプレ
イ画面が暗くなってしまうという問題があった。
また、最近では、特開２０００－４３１７５公報等において、スクアリリウム系化合物を
含有する反射防止フィルムについての開示があるものの、当該スクアリリウム系化合物の
具体的例示として、ジピラゾリルスクアリリウムについての開示はなく、また、その構造
と各波長における光線透過率との相関についてもいっさい記載がない。
【０００４】
一方、ジピラゾリルスクアリリウム系化合物に関しては、Angew. Chem. Internat.Edit.,
 vol.7(1968), p.530にＮ－フェニル型のジピラゾリルスクアリリウムがオレンジ色の色
素である旨の開示があるものの、その吸収スペクトル波形等についての記載はない。
また、ＵＳ４１７５９５６号公報には、電子写真感光体として有用な赤色の色素としてＮ
－フェニル型のジピラゾリルスクアリリウムについての開示があるのみで、各波長におけ
る光線透過率についての記載はない。
【０００５】
加えて、特に、プラスマディスプレイパネルでは、放電によりキセノンとネオンの混合ガ
スが励起されて真空紫外線を放射し、その真空紫外線による赤、青、緑のそれぞれの蛍光
体の発光を利用して三原色発光を得るという方式が採られているため、そのネオン原子が
励起された後に基底状態に戻る際に発する５９０ｎｍ付近を中心とする所謂ネオンオレン
ジ光の発光があり、そのオレンジ色が赤色に混ざって鮮やかな赤色が得られ難いという欠
点がある。特にこのオレンジ色の遮蔽に関しては、三原色発光のうちの赤色発光部分が６
００～６５０ｎｍ付近に隣接しているため、オレンジ光のみを遮蔽し、且つ、赤色発光に
は影響を及ぼさないことが要求されている。
【０００６】
このネオンオレンジ光を吸収するための色素の一つとして、例えば、特開２０００－２７
５４０２号公報及びＷＯ ０１／１０９７１号公報には、テトラアザポルフィリン系色素
を用いたディスプレイ用フィルターの例が開示されているが、ジピラゾリルスクアリリウ
ム系化合物との組み合わせに関しての記載はない。
また、色バランスの補正に当たっては、通常、複数の色素が使用されるが、この場合、混
合した複数の色素の相互作用により、耐熱性や耐光性等がそれぞれの色素単独で使用した
場合に比較して低下してしまうことも多い。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、赤、青、緑の３原色発光に影響を及ぼさず、光線透過率曲線における４８０～
５２０ｎｍの波長域、５５０～６１０ｎｍの波長域にシャープな吸収を有し、かつ３８０
～４２０ｎｍの波長域に吸収を有する優れた色調整フィルター、色純度改善フィルター、
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色再現範囲拡大フィルター等を提供することにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
本発明者等は、上記課題を解決するために、一般式（III）で表されるジピラゾリルスク
アリリウム系色素と一般式（Ｉ）で表されるテトラアザポルフィリン系色素及び一般式（
II） で表されるジピラゾリルメチン系色素とを組み合わせることにより、上記課題を解
決することができることを見出し、本発明を解決するに至った。すなわち本発明の要旨は
、下記一般式(I)で表されるテトラアザポルフィリン系色素、下記一般式(II)で表される
ジピラゾリルメチン系色素及び下記一般式(III)で表されるジピラゾリルスクアリリウム
系色素を含有することを特徴とするディスプレイ用フィルター。
【０００９】
【化４】

【００１０】
〔式(I) 中、Ｒ1 ～Ｒ8は、各々独立に、水素原子、ハロゲン原子、ニトロ基、シアノ基
、ヒドロキシ基、アミノ基、置換基を有していても良いアルキル基、置換基を有していて
も良いアルコキシ基、置換基を有していても良いアリール基、置換基を有していても良い
アリールオキシ基、置換基を有していても良いアルキルアミノ基、置換基を有していても
良いジアルキルアミノ基、置換基を有していても良いアルキルチオ基、又は置換基を有し
ていても良いアリールチオ基を示し、また、Ｒ1とＲ2、Ｒ3とＲ4、Ｒ5とＲ6、Ｒ7とＲ8は
各々連結して脂肪族炭素環を形成しても良い。Ｍは、２個の水素原子、２価の金属原子、
３価１置換金属原子、４価２置換金属原子又はオキシ金属原子を示す。〕
【００１１】
【化５】

【００１２】
〔式(II)中、Ｒ9は、置換基を有していてもよいアルキル基、置換基を有していてもよい
アリール基又は水素原子を示し、Ｒ10は、置換基を有していてもよいアルキル基、置換基
を有していてもよいアルコキシ基、置換基を有していてもよいアルコキシカルボニル基、
置換基を有していてもよいアリール基、アリールオキシ基、置換基を有していてもよいア
リールオキシカルボニル基、置換基を有していてもよいアミノ基又は水素原子を示し、Ｒ
11は、置換基を有していてもよいアルキル基、置換基を有していてもよいアリール基又は
水素原子を示し、Ｘは、酸素原子又はＮＨ基を示し、これらのＲ10、Ｒ11、及びＸは、両
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方のピラゾール環の間で互いに異なっていてもよい。〕
【００１３】
【化６】

【００１４】
〔式(III) 中、Ｒ12は、置換基を有していてもよいアルキル基、置換基を有していてもよ
いアリール基又は水素原子を示し、Ｒ13は、置換基を有していてもよいアルキル基、置換
基を有していてもよいアルコキシ基、置換基を有していてもよいアルコキシカルボニル基
、置換基を有していてもよいアリール基、アリールオキシ基、置換基を有していてもよい
アリールオキシカルボニル基、置換基を有していてもよいアミノ基又は水素原子を示し、
Ｙは、酸素原子又はＮＨ基を示し、これらのＲ12、Ｒ13、及びＹは、両方のピラゾール環
の間で互いに異なっていてもよい。〕に存する。
【００１５】
【発明の実施の形態】
本発明のディスプレイ用フィルターに用いられる、前記一般式(I) で表されるテトラアザ
ポルフィリン系色素のＲ1～Ｒ8において、ハロゲン原子としては、例えば、弗素原子、塩
素原子、臭素原子等が挙げられ、アルキル基としては、例えば、メチル基、エチル基、プ
ロピル基、ブチル基、ペンチル基、ヘキシル基、ヘプチル基、オクチル基、デシル基、ウ
ンデシル基、ドデシル基、トリデシル基、ペンタデシル基、シクロプロピル基、シクロブ
チル基、シクロペンチル基、シクロヘキシル基、シクロヘプチル基等の炭素数１～２０の
直鎖状、分岐鎖状若しくは環状のものが挙げられ、アルコキシ基としては、例えば、メト
キシ基、エトキシ基、プロポキシ基、ブトキシ基、ペンチルオキシ基、ヘキシルオキシ基
、ヘプチルオキシ基、オクチルオキシ基、デシルオキシ基、ウンデシルオキシ基、ドデシ
ルオキシ基、トリデシルオキシ基、ペンタデシルオキシ基等の炭素数１～２０の直鎖状若
しくは分岐鎖状のものが挙げられ、アリール基としては、例えば、フェニル基、ナフチル
基等が挙げられ、アリールオキシ基としては、例えば、フェノキシ基、ナフチルオキシ基
等が挙げられ、アルキルアミノ基又はジアルキルアミノ基としては、メチル基、エチル基
、プロピル基、ブチル基、ペンチル基、ヘキシル基、ヘプチル基、オクチル基、デシル基
、ウンデシル基、ドデシル基、トリデシル基、ペンタデシル基等の炭素数１～２０の直鎖
状若しくは分岐鎖状アルキル基で１置換又は２置換されたアミノ基挙げられ、アルキルチ
オ基としては、例えば、メチルチオ基、エチルチオ基、プロピルチオ基、ブチルチオ基、
ペンチルチオ基、ヘキシルチオ基、ヘプチルチオ基、オクチルチオ基、デシルチオ基、ウ
ンデシルチオ基、ドデシルチオ基、トリデシルチオ基、ペンタデシルチオ基等の炭素数１
～２０の直鎖状若しくは分岐鎖状のものが挙げられ、アリールチオ基としては、例えば、
フェニルチオ基、ナフチルチオ基が挙げられる。
【００１６】
又、前記アルキル基、アルコキシ基、アリール基、アリールオキシ基、アルキルアミノ基
、ジアルキルアミノ基、アルキルチオ基、及びアリールチオ基の置換基としては、例えば
、メチル基、エチル基、プロピル基、ブチル基、ペンチル基、ヘキシル基、ヘプチル基、
オクチル基、デシル基、シクロプロピル基、シクロブチル基、シクロペンチル基、シクロ
ヘキシル基、シクロヘプチル基等の炭素数１～１０のアルキル基；メトキシ基、エトキシ
基、プロポキシ基、ブトキシ基、ペンチルオキシ基、ヘキシルオキシ基、ヘプチルオキシ
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は、弗素原子、塩素原子、臭素原子等のハロゲン原子等が挙げられる。
【００１７】
また、Ｒ1とＲ2、Ｒ3とＲ4、Ｒ5とＲ6、Ｒ7とＲ8が各々連結して、-(CH2)3-，-(CH2)4-，
　-(ＣＨ2)5-　等の脂肪族炭素環を形成していても良い。
前記一般式(I) において、Ｒ1～Ｒ8としては、前記の中で、(1) アルコキシ基或いはハロ
ゲン原子を置換基として有していてもよい、直鎖状若しくは分岐鎖状アルキル基、(２) 
直鎖状若しくは分岐鎖状アルキル基を置換基として有していてもよいシクロアルキル基、
(３) アルキル基、アルコキシ基或いはハロゲン原子を置換基として有していてもよい、
アリール基、(４) ハロゲン原子、又は（５）それぞれが連結して脂肪族炭素環を形成し
ている場合が好ましく、炭素数１～８の直鎖状若しくは分岐鎖状アルキル基或いは連結し
て-(CH2)3-又は-(CH2)4-を形成している場合が特に好ましい。
【００１８】
前記一般式(I) におけるＭとして好ましくは、２個の水素原子；或いは、無機化学命名法
１９９０年規則に基づく周期律表の２属、３属、４属、８属、９属、１０属、１１属、１
２属、１３属、１４属又は１５属に属する元素から選ばれる、２価の金属原子、３価１置
換金属原子、４価２置換金属原子又はオキシ金属原子を示すが、その具体例として、２価
の金属原子としては、Cu，Ｚｎ，Ｆｅ，Ｃｏ，Ｎｉ，Ｒｕ，Ｒｄ，Ｐｄ，Ｍｎ，Ｓｎ，Ｍ
ｇ，Ｔｉ等が挙げられ、３価１置換金属原子としては、Ａｌ-Ｃｌ，Ｇａ-Ｃｌ，Ｉｎ-Ｃ
ｌ，Ｆｅ-Ｃｌ，Ｒｕ-Ｃｌ等のハロゲン原子、水酸基又はアルコキシ基で１置換された金
属原子が挙げられ、４価２置換金属としては、ＳｉＣｌ2，ＧｅＣｌ2，ＴｉＣｌ2，Ｓｎ
Ｃｌ2，Ｓｉ（ＯＨ）2，Ｇｅ（ＯＨ）2，Ｍｎ（ＯＨ）2，Ｓｎ（ＯＨ）2等のハロゲン原
子、水酸基又はアルコキシ基で２置換された金属原子が挙げられ、オキシ金属としては、
ＶＯ，ＭｎＯ，ＴｉＯ等が挙げられる。このうち好ましくは、ＶＯ、Ｃｕ、Ｎｉ、Ｃｏが
挙げられ、更に好ましくは、ＶＯ及びＣｕが挙げられる。
【００１９】
以上説明した本発明の一般式（Ｉ）のテトラアザポルフィリン系色素の好ましい具体例を
以下に示す。
【００２０】
【化７】
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【００２１】
尚、本発明の前記テトラアザポルフィリン系色素は、例えば、前記一般式(I) における置
換基ＭがＭｇ原子である化合物に酢酸を反応させて、Ｍｇ金属原子をはずすことによりＭ
が２個の水素原子となった化合物を得る方法、又、一般式(I) における置換基ＭがＭｇ原
子である化合物に各種の金属塩を反応させて、Ｍが上記に規定したような２価の金属原子
、３価１置換金属原子、４価２置換金属原子又はオキシ金属原子となった化合物を得る方
法等、J.Gen.Chem.USSR　,vol.47,1954～1958(1977) に記載される方法に準じて、或いは
その他公知の方法を組み合わせることにより合成することができる。
【００２２】
本発明のディスプレイ用フィルターに用いられる、前記一般式(II)で表されるジピラゾリ
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ルメチン系色素のＲ9及びＲ11におけるアルキル基としては、例えば、メチル基、エチル
基、プロピル基、ブチル基、ペンチル基、ヘキシル基、ヘプチル基、オクチル基、デシル
基、ウンデシル基、ドデシル基、トリデシル基、ペンタデシル基、シクロプロピル基、シ
クロブチル基、シクロペンチル基、シクロヘキシル基、シクロヘプチル基等の炭素数１～
２０の直鎖状、分岐鎖状若しくは環状のものが挙げられ、アリール基としては、例えば、
フェニル基、ナフチル基等が挙げられる。
【００２３】
又、前記アルキル基及びアリール基の置換基としては、例えば、メチル基、エチル基、プ
ロピル基、ブチル基、ペンチル基、ヘキシル基、ヘプチル基、オクチル基、デシル基等の
炭素数１～１０のアルキル基；メトキシ基、エトキシ基、プロポキシ基、ブトキシ基、ペ
ンチルオキシ基、ヘキシルオキシ基、ヘプチルオキシ基、オクチルオキシ基、デシルオキ
シ基等の炭素数１～１０のアルコキシ基；フェニル基、ナフチル基等のアリール基；フェ
ノキシ基、ナフチルオキシ基等のアリールオキシ基；スルホンアミド基；アルキルスルホ
ンアミド基；ジアルキルスルホンアミド基；ニトロ基；水酸基；及び、弗素原子、塩素原
子、臭素原子等のハロゲン原子等が挙げられる。
【００２４】
前記Ｒ9 及びＲ11 としては、(1) アルコキシ基、アリール基、アリールオキシ基、水酸
基、或いはハロゲン原子を置換基として有していてもよい、直鎖状若しくは分岐鎖状アル
キル基、(2) アルキル基、アルコキシ基、スルホンアミド基、アルキルスルホンアミド基
、ジアルキルスルホンアミド基、ニトロ基、水酸基、或いはハロゲン原子を置換基として
有していてもよいアリール基、(3) 水素原子、が好ましく、特に、Ｒ9 としては、水素原
子、炭素数１～８の直鎖状若しくは分岐鎖状アルキル基、又はフェニル基が好ましく、Ｒ
11 としては、炭素数１～８の直鎖状若しくは分岐鎖状アルキル基、又は、アルキル基或
いはハロゲン原子を置換基として有していてもよい、フェニル基が好ましい。
【００２５】
又、前記一般式(II)のＲ10 におけるアルキル基としては、前記Ｒ9及びＲ11 の部分で記
載したと同様のアルキル基が挙げられ、アルコキシ基としては、例えば、メトキシ基、エ
トキシ基、プロポキシ基、ブトキシ基、ペンチルオキシ基、ヘキシルオキシ基、ヘプチル
オキシ基、オクチルオキシ基、デシルオキシ基、ウンデシルオキシ基、ドデシルオキシ基
、トリデシルオキシ基、ペンタデシルオキシ基等の炭素数１～２０の直鎖状若しくは分岐
鎖状のものが挙げられ、アルコキシカルボニル基としては、前記アルコキシ基を有するカ
ルボニル基が挙げられ、アリール基としては、前記Ｒ9及びＲ11 の部分で記載したと同様
のアリール基が挙げられ、アリールオキシ基としては、フェノキシ基、ナフチルオキシ基
等が挙げられ、アリールオキシカルボニル基としては、前記アリールオキシ基を有するカ
ルボニル基が挙げられる。
【００２６】
又、前記アルキル基、アルコキシ基、アルコキシカルボニル基、アリール基、アリールオ
キシ基、アリールオキシカルボニル基、及びアミノ基の置換基としては、例えば、前記Ｒ
9 及びＲ11 におけるアルキル基及びアリール基の置換基として挙げたと同様のアルキル
基、同じくアルコキシ基、同じくアリール基、同じくアリールオキシ基、同じくスルホン
アミド基、同じくアルキルスルホンアミド基、同じくジアルキルスルホンアミド基、同じ
くニトロ基、同じく水酸基、同じくハロゲン原子のほか、プロピオニル基、ブチリル基、
ベンゾイル基等のアシル基；またはメタンスルホニル基、ベンゼンスルホニル基等のスル
ホニル基等も挙げられる。
【００２７】
前記Ｒ10 としては、(1) アルコキシ基、アリール基、アリールオキシ基、水酸基、或い
はハロゲン原子を置換基として有していてもよい、直鎖状若しくは分岐鎖状アルキル基、
(2) アルコキシ基を置換基として有していてもよい、直鎖状若しくは分岐鎖状アルコキシ
基、(3) アルコキシ基を置換基として有していてもよい、アルコキシカルボニル基、(4) 
アルキル基、アルコキシ基、スルホンアミド基、アルキルスルホンアミド基、ジアルキル
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スルホンアミド基、ニトロ基、水酸基、或いはハロゲン原子を置換基として有していても
よい、アリール基、(5) アルキル基、或いはアルコキシ基を置換基として有していてもよ
いアリールオキシ基を有するカルボニル基、又は(6) アルキル基、アシル基、又はスルホ
ニル基を置換基として有していてもよい、アミノ基、が好ましく、特に、炭素数１～８の
直鎖状若しくは分岐鎖状アルキル基が好ましい。
【００２８】
又、前記一般式(II)において、Xとしては酸素原子が好ましい。更に、本発明において、
前記一般式(II)で表されるジピラゾリルメチン系色素としては、前記Ｒ10 、Ｒ11、及びX
は、両方のピラゾール環の間で互いに異なっていてもよいが、メチン基を挟んで左右対象
であるものが好ましく、ジピラゾリルメチン系色素の好ましい具体例を以下に示す。
【００２９】
【化８】

【００３０】
尚、前記ジピラゾリルメチン系色素は、例えば、前記一般式(II)に対応するピラゾロン系
化合物２モルに対して、オルト蟻酸アルキルエステル系化合物１モルを、無溶媒で加熱還
流して縮合反応させる等、Liebigs Ann.Chem.,1680～1688(1976)に記載される方法に準じ
て、又は、前記反応をＮ－メチルピロリドン、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、ジメチル
スルホキシド、１，３－ジメチル－２－イミダゾリジノン等の溶媒中、９０～２００℃程
度に加熱して、或いはその他公知の方法を組み合わせることにより合成することができる
。
【００３１】
本発明のディスプレイ用フィルターに用いられる、前記一般式(III)で表されるジピラゾ
リルスクアリリウム系色素のＲ12 におけるアルキル基及びアリール基としては、前記一
般式(II)のＲ9 及びＲ11 の部分において挙げたと同様のアルキル基及びアリール基が挙
げられる。
又、前記アルキル基及びアリール基の置換基としても、前記一般式(II)のＲ9及びＲ11 の
部分において、アルキル基及びアリール基の置換基として挙げたと同様の、アルキル基、
アルコキシ基、アリール基、アリールオキシ基、スルホンアミド基、アルキルスルホンア
ミド基、ジアルキルスルホンアミド基、ニトロ基、水酸基、及び、ハロゲン原子等が挙げ
られる。
【００３２】
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はハロゲン原子を置換基として有していてもよい、直鎖状若しくは分岐鎖状アルキル基、
又は(2) 直鎖状若しくは分岐鎖状のアルキル基、アルコキシ基、スルホンアミド基、アル
キルスルホンアミド基、ジアルキルスルホンアミド基、ニトロ基、水酸基、或いはハロゲ
ン原子を置換基として有していてもよいアリール基、が好ましく、特に、アルコキシ基を
置換基として有していてもよい炭素数１～８の直鎖状若しくは分岐鎖状アルキル基が好ま
しい。
【００３３】
前記Ｒ13 におけるアルキル基、アルコキシ基、アルコキシカルボニル基、アリール基、
アリールオキシ基、及びアリールオキシカルボニル基としても、前記一般式(II)のＲ10 

の部分において挙げたと同様のアルキル基、アルコキシ基、アルコキシカルボニル基、ア
リール基、アリールオキシ基、及びアリールオキシカルボニル基が挙げられる。
【００３４】
又、前記アルキル基、アルコキシ基、アルコキシカルボニル基、アリール基、アリールオ
キシ基、アリールオキシカルボニル基、及びアミノ基の置換基としても、前記一般式(II)
のＲ10 において、アルキル基、アルコキシ基、アルコキシカルボニル基、アリール基、
アリールオキシ基、アリールオキシカルボニル基、及びアミノ基の置換基として挙げたと
同様の、アルキル基、アルコキシ基、アリール基、アリールオキシ基、スルホンアミド基
、アルキルスルホンアミド基、ジアルキルスルホンアミド基、ニトロ基、アシル基、スル
ホニル基、水酸基、及びハロゲン原子等が挙げられる。
【００３５】
前記Ｒ13 としては、(1) アルコキシ基、アリール基、アリールオキシ基、水酸基、或い
はハロゲン原子を置換基として有していてもよい、直鎖状若しくは分岐鎖状アルキル基、
(2) アルコキシ基を置換基として有していてもよい、直鎖状若しくは分岐鎖状アルコキシ
基、(3) アルコキシ基を置換基として有していてもよいアルコキシカルボニル基、(4) 直
鎖状若しくは分岐鎖状アルキル基、アルコキシ基、スルホンアミド基、アルキルスルホン
アミド基、ジアルキルスルホンアミド基、ニトロ基、水酸基、或いはハロゲン原子を置換
基として有していてもよいアリール基、(5) アルキル基、或いはアルコキシ基を置換基と
して有していてもよいアリールオキシ基を有するカルボニル基、又は(6) 直鎖状若しくは
分岐鎖状アルキル基、アシル基、或いはスルホニル基を置換基として有していてもよいア
ミノ基、が好ましく、特に、アルコキシ基を置換基として有していてもよい炭素数１～８
の直鎖状若しくは分岐鎖状アルキル基が好ましい。
【００３６】
又、前記一般式(III) において、Yとしては酸素原子が好ましい。更に、前記一般式(III)
で表されるジピラゾリルスクアリリウム系色素としては、前記Ｒ12 、Ｒ13 、及びYは、
両方のピラゾール環の間で互いに異なっていてもよいが、スクアリリウム基を挟んで左右
対象であるものが好ましく、ジピラゾリルスクアリリウム系色素の好ましい具体例を以下
に示す。
【００３７】
【化９】
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【００３８】
尚、前記ジピラゾリルスクアリリウム系色素は、例えば、前記一般式(III)に対応するピ
ラゾロン系化合物２モルに対して、スクエア酸１モルを縮合反応させる等、Angew.Chem.,
vol.77,680～681(1965) に記載される方法に準じて、或いはその他公知の方法を組み合わ
せることにより合成することができる。
一般式(I)で表されるテトラアザポルフィリン系色素の光線透過率曲線における透過率の
極小値を示す波長は、５５０～６１０ｎｍ、好ましくは５８０～６００ｎｍであり、一般
式(II)で表されるジピラゾリルメチン系色素は３８０～４２０ｎｍ、一般式(III)で表さ
れるジピラゾリルスクアリリウム系色素は４８０～５２０ｎｍである。
【００３９】
本発明のディスプレイ用フィルターは、上述の３種の化合物を含有するのが特徴である。
また、該フィルターの光線透過率曲線のそれぞれの極小値における半値幅は６０ｎｍ以下
が好ましい。特にテトラアザポルフィリン系色素の吸収及びジピラゾリルスクアリリウム
系色素に該当する部分の吸収曲線は、シャープなバレー型を有するのが好ましく、又、そ
の波長における透過率の極小値が、テトラアザポルフィリン系色素については、３５％以
下、更には３０％以下であるのが好ましく、ジピラゾリルスクアリリウウ系色素について
は、５５％以下、更には５０％以下であるのが好ましい。
【００４０】
該極小値間に位置する４５０ｎｍ、５５０ｎｍ及び６５０ｎｍにおける透過率は６０％以
上、更には７０％以上であることが好ましい。それにより、蛍光体の発光色である４３０
～４７０ｎｍ付近の青色発光、５３０ｎｍ付近を中心としたの緑色発光及び６００～６４
０ｎｍ付近の赤色発光は遮蔽せず、５９０ｎｍ付近のネオン発光を効率的に遮蔽でき、し
かも色調の調節、色純度の向上、色温度の向上ができるものである。
【００４１】
本発明のディスプレイ用フィルターは、前記テトラアザポルフィリン系色素、ジピラゾリ
ルメチン系色素及びジピラゾリルスクアリリウム系色素を含有してなるが、その含有形態
としては、代表的には、前記テトラアザポルフィリン系色素、ジピラゾリルメチン系色素
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及びジピラゾリルスクアリリウム系色素について、各色素を含むそれぞれのバインダー樹
脂からなる色素含有樹脂の積層体、前記テトラアザポルフィリン系色素、ジピラゾリルメ
チン系色素及びジピラゾリルスクアリリウム系色素の混合物を含むバインダー樹脂からな
る色素含有樹脂の単層シート或いはフィルム、又は、これらをシート状或いはフィルム状
の透明基材上に積層させた積層体が挙げられる。
【００４２】
尚、本発明のディスプレイ用フィルターは、テトラアザポルフィリン系色素、ジピラゾリ
ルメチン系色素及びジピラゾリルスクアリリウム系色素は、同一の層に含有させても、優
れた耐熱性及び耐光性を有する。従って、製造工程の簡便さの点では、３種の色素を同一
層に含有させるのが好ましいが、それぞれを別の層に含有させて積層させても良い。その
場合、用いる色素に応じてそれぞれの層のバインダー樹脂を変えることによって、微妙な
色調節を行うことができる。
【００４３】
そして、積層体を作製するには、例えば、１）色素とバインダー樹脂とを適当な溶剤の溶
液若しくは分散液とし、公知の塗布方法でシート状或いはフィルム状の透明基材上に塗布
し、乾燥させる方法、２）熱可塑性樹脂における常法の成形法に従って、前記色素とバイ
ンダー樹脂とを溶融混練して押出成形、射出成形、圧縮成形等によってフィルム或いはシ
ートに成形し、そのフィルム或いはシートを透明基材上に接着剤等により接着させる方法
、３）前記色素とバインダー樹脂とを溶融混練してフィルム状或いはシート状に押出し、
透明基材上に押出ラミネートする方法、４）前記色素とバインダー樹脂とを溶融混練して
透明樹脂基材と共押出成形する方法、等の各種の方法を採ることができ、又、単層のシー
ト或いはフィルムを作製するには、例えば、１）前記色素とバインダー樹脂とを適当な溶
剤の溶液若しくは分散液としてキャリヤー上に流延し、乾燥させる方法、２）熱可塑性樹
脂における常法の成形法に従って、前記色素とバインダー樹脂とを溶融混練して押出成形
、射出成形、圧縮成形等によってフィルム或いはシートに成形する方法、等を採ることが
できる。
【００４４】
以上の含有形態及びその作製方法の中で、本発明のディスプレイ用フィルターとしては、
前記色素とバインダー樹脂とを適当な溶剤の溶液若しくは分散液とし、公知の塗布方法で
シート状或いはフィルム状の透明基材上に塗布し乾燥させることにより、透明基材上に、
前記色素を含むバインダー樹脂からなる色素含有樹脂層を形成させた積層体であるのが好
ましい。
【００４５】
本発明において、ディスプレイ用フィルターの作製は、それぞれのフィルター用途におけ
る層構成及び層材質等に準じた方法が採られるが、本発明において特に好ましいとするプ
ラズマディスプレイパネル用フィルターにおいては、以下に説明する方法が好適である。
本発明のプラズマディスプレイパネル用のフィルターを構成する透明基材の材質としては
、実質的に透明であって、吸収、散乱が大きくない材料であれば特に制限はない。具体的
な例としては、ガラス、ポリオレフィン系樹脂、非晶質ポリオレフィン系樹脂、ポリエス
テル系樹脂、ポリカーボネート系樹脂、アクリル系樹脂、ポリスチレン系樹脂、ポリ塩化
ビニル系樹脂、ポリ酢酸ビニル系樹脂、ポリアリレート系樹脂、ポリエーテルサルホン系
樹脂等を挙げられ、これらの中では、特に非晶質ポリオレフィン樹脂、ポリエステル樹脂
、ポリカーボネート樹脂、アクリル系樹脂、ポリアリレート樹脂、ポリエーテルサルホン
樹脂等が好ましい。
【００４６】
また上記樹脂は、公知の射出成形、T ダイ成形、カレンダー成形、圧縮成形等の方法や、
有機溶剤に溶融させてキャスティングする方法などを用い、フィルムまたはシート状に成
形され、上記の樹脂には、一般的に公知である添加剤、耐熱老化防止剤、滑剤、帯電防止
剤等を配合することができる。
その厚みとしては、通常、１０μｍ～５ｍｍの範囲が望ましい。かかる透明基板を構成す
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る基材は、未延伸でも延伸されていても良い。また、他の基材と積層されていても良い。
【００４７】
更に、該透明基材は、コロナ放電処理、火炎処理、プラズマ処理、グロー放電処理、粗面
化処理、薬品処理等の従来公知の方法による表面処理や、アンカーコート剤やプライマー
等のコーティングを施しても良い。
又、バインダー樹脂としては、実質的に透明であって、光の吸収や散乱の小さい材料であ
れば特に限定されるものではなく、例えば、アクリル系樹脂、エチレン－酢酸ビニル共重
合体樹脂及びその鹸化物、エチレン－ビニルアルコール共重合樹脂、ポリスチレン系樹脂
、ポリエステル系樹脂、ポリカーボネート系樹脂、ポリアミド系樹脂、ポリサルホン系樹
脂、ポリ酢酸ビニル系樹脂、ポリビニルブチラール系樹脂、ＡＳ樹脂、ＰＶＰＡ、ナイロ
ン、酢酸セルロース系樹脂、セルロース系樹脂、フェノール系樹脂、フェノキシ系樹脂等
が挙げられ、このうち、ポリエステル系樹脂、アクリル系樹脂が好ましい。
【００４８】
又、溶剤としては、例えば、ブタン、ペンタン、ヘキサン、ヘプタン、オクタン等のアル
カン類；シクロペンタン、シクロヘキサン、シクロヘプタン、シクロオクタン等のシクロ
アルカン類；エタノール、プロパノール、ブタノール、アミルアルコール、ヘキサノール
、ヘプタノール、オクタノール、デカノール、ウンデカノール、ジアセトンアルコール、
フルフリルアルコール等のアルコール類；メチルセロソルブ、エチルセロソルブ、ブチル
セロソルブ、メチルセロソルブアセテート、エチルセロソルブアセテート等のセロソルブ
類；プロピレングリコールモノメチルエーテル、プロピレングリコールモノエチルエーテ
ル、プロピレングリコールモノブチルエーテル、プロピレングリコールモノメチルエーテ
ルアセテート、プロピレングリコールモノエチルエーテルアセテート、プロピレングリコ
ールモノブチルエーテルアセテート、ジプロピレングリコールジメチルエーテル等のプロ
ピレングリコール類；アセトン、メチルアミルケトン、シクロヘキサノン、アセトフェノ
ン等のケトン類；ジオキサン、テトラヒドロフラン等のエーテル類；酢酸ブチル、酢酸ア
ミル、酪酸エチル、酪酸ブチル、ジエチルオキサレート、ピルビン酸エチル、エチル－２
－ヒドロキシブチレート、エチルアセトアセテート、乳酸メチル、乳酸エチル、３－メト
キシプロピオン酸メチル等のエステル類；クロロホルム、塩化メチレン、テトラクロロエ
タン等のハロゲン化炭化水素類；ベンゼン、トルエン、キシレン、クレゾール等の芳香族
炭化水素類；ジメチルホルムアミド、ジメチルアセトアミド、Ｎ－メチルピロリドン等の
高極性溶剤類等が挙げられる。
【００４９】
尚、前記ジピラゾリルスクアリリウム系化合物と前記バインダー樹脂との溶液若しくは分
散液には、ポリビニルブチラール系樹脂、フェノキシ系樹脂、ロジン変性フェノール樹脂
等のフェノール系樹脂、石油樹脂、硬化ロジン、ロジンエステル、マレイン化ロジン等の
ロジン系樹脂、ポリウレタン系樹脂等等の分散剤が用いられてもよい。
【００５０】
分散剤の使用量としては、用いられるジピラゾリルスクアリリウム系色素１００重量部に
対し、通常、０．０１～１０重量部程度添加される。
又、前記色素（テトラアザポルフィリン系色素、ジピラゾリルメチン系色素及びジピラゾ
リルスクアリリウム系色素の合計量）と前記バインダー樹脂、更に、必要に応じて用いら
れる前記分散剤の溶液若しくは分散液としての濃度は、通常、０．５～５０重量％であり
、又、前記色素（テトラアザポルフィリン系色素、ジピラゾリルメチン系色素及びジピラ
ゾリルスクアリリウム系色素の合計量）、前記バインダー樹脂、及び前記分散剤の合計量
に占める前記色素の割合は、通常、０．０５～５０重量％、好ましくは０．１～２０重量
％とされる。
【００５１】
又、前記テトラアザポルフィリン系色素、ジピラゾリルメチン系色素及びジピラゾリルス
クアリリウム系色素において、テトラアザポルフィリン系色素の量を１としたとき、前記
ジピラゾリルメチン色素が０．２～１程度、前記ジピラゾリルスクアリリウム系色素が０
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．１～１．５程度の割合で用いられる。一般に、ジピラゾリルスクアリリウム系色素が過
少であるとフィルターは緑味を帯び、過多であると赤味を帯びたものとなる。
【００５２】
又、溶液若しくは分散液の透明基材上への塗布方法としては、例えば、ディップコート法
、フローコート法、スプレーコート法、バーコート法、グラビアコート法、ロールコート
法、ブレードコート法、エアーナイフコート法等が挙げられ、その塗布量は、乾燥膜厚と
して、通常、０．１～３０μｍ、好ましくは０．５～１０μｍの範囲とされる。
【００５３】
以上説明したように、本発明のディスプレイ用フィルターは、前記テトラアザポルフィリ
ン系色素、前記ジピラゾリルメチン系色素及び前記ジピラゾリルスクアリリウム系色素の
混合物を含むバインダー樹脂からなる樹脂層により形成された単層のシート或いはフィル
ム、又は、それぞれの色素を含むバインダー樹脂からなる層を積層させることによって形
成された積層体を色素含有層として、シート状或いはフィルム状の透明基材上に形成させ
ることを基本構成とするが、本発明のディスプレイ用フィルターは、更に、その前記色素
含有樹脂中に、黄色光、赤色光、青色光等の可視光を吸収するアントラキノン系、アゾ系
、フタロシアニン系、ピロメテン系、シアニン系、前記以外のテトラアザポルフィリン系
、前記以外のスクアリリウム系、又は前記以外のメチン系等の色素を含有していてもよく
、その含有形態としては、その前記テトラアザポルフィリン系色素、前記ジピラゾリルメ
チン系色素及び前記ジピラゾリルスクアリリウム系色素含有樹脂中に共存させてもよく、
別に層を設けることとしてもよい。
【００５４】
又、本発明のディスプレイ用フィルターは、更に、酸化防止剤や紫外線吸収剤を含有して
いるのが好ましい。これらの含有形態としては、酸化防止剤は色素含有樹脂層中に共存さ
せるのが好ましく、又、紫外線吸収剤は、該樹脂層中に共存させてもよいが、紫外線吸収
剤を含有させた独立の層として設けられているのが好ましく、例えば、前記テトラアザポ
ルフィリン系色素、前記ジピラゾリルメチン系色素、及び前記ジピラゾリルスクアリリウ
ム系色素含有樹脂において挙げたと同様のバインダー樹脂を用いて塗布法により、通常、
０．１～３０μｍ、好ましくは０．５～１０μｍの膜厚で、或いは、前記透明基材に含有
させること等により、形成することができる。尚、紫外線吸収剤含有層を前記テトラアザ
ポルフィリン系色素、前記ジピラゾリルメチン系色素及び前記ジピラゾリルスクアリリウ
ム系色素含有樹脂層から独立した層として設ける場合には、紫外線吸収剤層をフィルター
としての使用時に前記色素含有樹脂層よりも外界側、すなわち、ディスプレイ接着面とは
反対側に存在するように積層するか、もしくは、紫外線吸収剤を紫外線吸収剤を外界側に
位置する層に共存させるのが好ましい。
【００５５】
ここで、その酸化防止剤としては、例えば、２，６－ジ－ｔ－ブチル－ｐ－クレゾール、
２，６－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシメチルフェノール、２，６－ジ－ｔ－ブチル－
４－エチルフェノール、２，４，６－トリス－ｔ－ブチルフェノール、ｎ－オクタデシル
－３－（３’，５’－ジ－ｔ－ブチル－４’－ヒドロキシフェニル）プロピオネート、ス
テアリル－β－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート、
２，２’－メチレンビス（４－メチル－６－ｔ－ブチルフェノール）、２，２’－メチレ
ンビス（４－エチル－６－ｔ－ブチルフェノール）、４，４’－イソプロピリデンビスフ
ェノール、４，４’－メチレンビス（２，６－ジ－ｔ－ブチルフェノール）、４，４’－
ブチリデンビス（３－メチル－６－ｔ－ブチルフェノール）、１，１－ビス（４’－ヒド
ロキシフェニル）シクロヘキサン、２，６－ビス（２’－ヒドロキシ－３’－ｔ－ブチル
－５’－メチルベンジル）－４－メチルフェノール、２，２’－チオビス（４－メチル－
６－ｔ－ブチルフェノール）、４，４’－チオビス（２－メチル－６－ｔ－ブチルフェノ
ール）、４，４’－チオビス（３－メチル－６－ｔ－ブチルフェノール）、１，１，３－
トリス（２’－メチル－４’－ヒドロキシ－５’－ｔ－ブチルフェニル）ブタン、１，３
，５－トリメチル－２，４，６－トリス（３’，５’－ジ－ｔ－ブチル－４’－ヒドロキ
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シベンジル）ベンゼン、トリス（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）イ
ソシアヌレート、トリス〔β－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プ
ロピオニルオキシエチル〕イソシアヌレート、テトラキス〔メチレン－３－（３’，５’
－ジ－ｔ－ブチル－４’－ヒドロキシフェニル）プロピオネート〕メタン等のフェノール
系、ジラウリルチオジプロピオネート、ジミリスチルチオジプロピオネート、ジステアリ
ルチオジプロピオネート等の硫黄系、トリフェニルホスファイト、ジフェニルイソデシル
ホスファイト、フェニルジイソデシルホスファイト、トリス（ノニルフェニル）ホスファ
イト、トリス（モノ及びジ－ノニルフェニル）ホスファイト、４，４’－ブチリデンビス
（３－メチル－６－ｔ－ブチルフェニル）－ジトリデシルホスファイト、ジステアリルペ
ンタエリスリトールジホスファイト、トリラウリルトリチオホスファイト等の燐系のもの
等が挙げられる。
このうち、フェノール系酸化防止剤又は燐系酸化防止剤が好ましい。酸化防止剤の添加量
としては、通常、バインダー樹脂１００重量部に対して、０．０１～２０重量部、好まし
くは、０．５～１０重量部用いられる。尚、上記酸化防止剤を過剰に用いた場合、強い光
線が酸化防止剤に当たり、酸化防止剤自体が酸化されることで、スクアリリウム系色素の
連鎖酸化反応が誘起され、かえって、スクアリリウム系色素の耐光性が劣化することがあ
るので、その場合には、紫外線吸収剤も併用することが好ましい。
【００５６】
又、前記紫外線吸収剤としては、例えば、２－（２’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニ
ル）ベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－５’－ブチルフェニル）ベンゾトリ
アゾール、２－（２’－ヒドロキシ－５’－ｔ－ブチルフェニル）ベンゾトリアゾール、
２－（２’－ヒドロキシ－５’－ｔ－オクチルフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（２
’－ヒドロキシ－３’，５’－ジ－ｔ－ブチルフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（２
’－ヒドロキシ－３’，５’－ジ－ｔ－アミルフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（２
’－ヒドロキシ－３’－ｔ－ブチル－５’－メチルフェニル）－５－クロロベンゾトリア
ゾール、２－（２’－ヒドロキシ－３’，５’－ジ－ｔ－ブチルフェニル）－５－クロロ
ベンゾトリアゾール等のベンゾトリアゾール系、２，４－ジヒドロキシベンゾフェノン、
２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン、２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシベ
ンゾフェノン、２－ヒドロキシ－４－ドデシルオキシベンゾフェノン、２，２’－ジヒド
ロキシ－４－メトキシベンゾフェノン、２，２’－ジヒドロキシ－４，４’－ジメトキシ
ベンゾフェノン等のベンゾフェノン系、フェニルサリシレート、ｐ－ｔ－ブチルフェニル
サリシレート、ｐ－オクチルフェニルサリシレート等のサリシレート系、ヘキサデシル－
２，５－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート、２，４－ジ－ｔ－ブチルフェニル－
３’，５’－ジ－ｔ－ブチル－４’－ヒドロキシベンゾエート等のベンゾエート系等の有
機系紫外線吸収剤、酸化チタン、酸化亜鉛、酸化セリウム、酸化鉄、硫酸バリウム等の無
機系紫外線吸収剤が挙げられる。これらの中で、紫外線吸収吸収能や非着色性等の面から
、５０％透過率を示す波長が３５０～４２０ｎｍの範囲にあるものが好ましく、３６０～
４００ｎｍの範囲にあるものが特に好ましい。
【００５７】
尚、前記紫外線吸収剤含有層を設ける代わりに、市販の紫外線カットフィルター、例えば
、富士写真フィルム社製の「シャープカットフィルターＳＣ－３８」、「同ＳＣ－３９」
、「同ＳＣ－４０」、三菱レーヨン社製の「アクリプレン」等を用いて積層してもよい。
又、本発明のディスプレイ用フィルターは、本発明の効果を損なわない範囲で、更に必要
に応じて、帯電防止剤、滑剤、離型剤、難燃剤、難燃助剤、充填材等の添加剤を適宜の含
有形態で含有していてもよい。
【００５８】
本発明のディスプレイ用フィルター、とりわけプラズマディスプレイパネル用フィルター
は、更に、近赤外線吸収層、電磁波遮蔽層、光線反射防止層、ぎらつき防止（ノングレア
）層、傷付き防止層等が設けられていてもよく、フィルター中の各層の配置は任意に選択
すればよいが、この順に積層されているのが好ましい。これら各層の厚みは、通常、０．
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１～３０μｍ、好ましくは０．５～１０μｍ程度とされる。
【００５９】
ここで、近赤外線吸収層は、近赤外線吸収剤を前述したと同様にバインダー樹脂に含有さ
せ独立した層として形成されてもよいが、近赤外線吸収剤を積層体として製造されるフィ
ルターの各層間に使用される、後述する接着剤層又は傷付き防止層等のフィルター構成層
のいずれか、或いは、適宜使用されるアンカーコート剤からなる層等に添加して形成する
こともできる。この近赤外線吸収層は、８００～１０００ｎｍの近赤外線透過率が１０％
以下であるのが好ましい。
【００６０】
その近赤外線吸収剤としては、例えば、ニトロソ系化合物及びその金属錯塩、シアニン系
化合物、チオールニッケル錯塩系化合物、ジチオールニッケル錯塩系化合物、アミノチオ
ールニッケル錯塩系化合物、フタロシアニン系化合物、ナフタロシアニン系化合物、トリ
アリルメタン系化合物、イモニウム系化合物、ジイモニウム系化合物、ナフトキノン系化
合物、アントラキノン系化合物、アミノ化合物、アミニウム塩系化合物、及び前記以外の
スクアリリウム系化合物やメチン系化合物等の有機物質、アンチモンドープ酸化錫、イン
ジウムドープ酸化錫、その他ＩＵＰＡＣ無機化学命名法１９９０年規則に基づく周期律表
の第４族、第５族、第６族に属する金属の酸化物、炭化物、又は硼化物等の無機物質等が
挙げられる。
【００６１】
電磁波遮蔽層は、ディスプレイ装置からの発光に伴い発生する電磁波による生体や電子機
器への悪影響を防ぐために設けるものである。電磁波遮蔽層は、銀、銅、酸化インジウム
、酸化亜鉛、酸化インジウムスズ、酸化アンチモンスズ等のような金属又は金属酸化物の
薄膜からなり、これらは真空蒸着法、イオンプレーティング法、スパッタリング方法、Ｃ
ＶＤ法、プラズマ化学蒸着法等の従来公知のドライプレーティング法を利用し、製造する
ことができる。電磁波遮蔽層は、最もよく用いられるのは、酸化インジウムスズ(ＩＴＯ
と略記されることもある)の薄膜であるが、メッシュ状の穴を有する銅の薄膜や誘電体層
と金属層を基材上に交互に積層させた積層体も好適に用いることができる。前記誘電体層
としては、酸化インジウム、酸化亜鉛などの透明な金属酸化物等であり、金属層としては
銀あるいは銀- パラジウム合金が一般的である。積層体は、通常、誘電体層よりはじまり
３～１３層程度の間で奇数層となるように積層される。
【００６２】
電磁波遮蔽層は、前記のディスプレイ用フィルターのいずれかの層上にそのまま形成させ
ても良いし、樹脂フィルムあるいはガラス上に蒸着あるいはスパッタリング後に、該フィ
ルターと貼り合わせて形成させても良い。
反射防止層は、表面の反射を抑えて、表面への蛍光灯などの外光の写り込みを防止するた
めのものである。反射防止層は、金属酸化物、フッ化物、ケイ化物、ホウ化物、炭化物、
窒化物、硫化物等の無機物の薄膜からなる場合と、アクリル樹脂、フッ素樹脂などの屈折
率の異なる樹脂を単層あるいは多層に積層させたものからなる場合とがあり、前者の場合
には、電磁波遮蔽層のところで挙げたと同様のドライプレーティング法を用いて、単層あ
るいは多層の形態で、前記のディスプレイ用フィルターの層上にそのまま形成させる方法
や樹脂フィルムあるいはガラス上に、蒸着あるいはスパッタリング後に、該フィルターと
貼り合わせて形成させる方法が挙げられる。また、後者の場合は、アクリル樹脂、フッ素
樹脂等の使用される樹脂のフィルムまたはシートを接着剤によりディスプレイ用フィルタ
ーに接着する方法等、通常の樹脂積層体の作成方法が挙げられる。また、このほかに、反
射防止処理を施したフィルムを該フィルター上に貼り付けるという手法を用いても良い。
【００６３】
又、ノングレア層は、シリカ、メラミン樹脂、アクリル樹脂等の微粉体をインキ化し、従
来公知の塗布法で、本発明のフィルターのいずれかの層上に塗布し、熱或いは光硬化させ
ることにより形成される。
また、ノングレア処理したフィルムを該フィルター上に貼りつけても良い。
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又、傷付き防止層は、ウレタンアクリレート、エポキシアクリレート、多官能アクリレー
ト等のアクリレートと光重合開始剤を有機溶剤に溶解或いは分散させた塗布液を従来公知
の塗布法で、本発明のフィルターのいずれかの層上に、好ましくは、最外層に位置するよ
うに、塗布し、乾燥させ、光硬化させることにより形成される。
【００６４】
本発明のディスプレイ用フィルター、特に、プラズマディスプレイパネル用フィルターは
、好適には、前記透明基材、及び、前記テトラアザポルフィリン系色素 、前記ジピラゾ
リルメチン系色素及び前記ジピラゾリルスクアリリウム系色素含有樹脂層を基本構成層と
し、必要に応じて、前記酸化防止剤層、前記紫外線吸収剤含有層、前記近赤外線吸収層、
前記電磁波遮蔽層、前記光線反射防止層、前記ノングレア層、及び前記傷付き防止層等を
有する積層体であるが、これらの各層の積層順序は特に限定されるものではなく又、積層
方法も特に限定されるものではない。通常は、各層間に必要に応じて透明基材を挟みなが
ら、接着剤を用いて積層体とするが、その場合、コロナ放電処理、グロー放電処理、プラ
ズマ処理、火炎処理、化学薬品処理等の表面処理を施したり、イソシアネート系、ポリエ
ステル系、ポリエチレンイミン系、ポリブタジエン系、アルキルチタネート系等の公知の
アンカーコート剤を使用することにより、接着時の密着性がよくなったり、接着剤がムラ
無く塗布できるので好ましい。
【００６５】
また、本発明のディスプレイ用フィルターは、該フィルターをディスプレイ表示面に張り
合わせるための粘着剤層を最外層に設けても良い。この粘着剤層により、例えば、ディス
プレイの製造工程の途中またはディスプレイの製造後を問わず、簡便にディスプレイの前
面にこのフィルターを貼着することができる。
このようにすることにより、従来は、ディスプレイ自体の前面に順番に近赤外線吸収フィ
ルター、電磁波遮蔽フィルター等を配置する必要があったものが、本発明のフィルターを
貼るだけとなり製造工程が簡便になるだけでなく、フィルターがディスプレイと一体形成
されるので、ディスプレイ装置全体で見たときに薄肉化が可能となる。
【００６６】
粘着剤層を構成する粘着剤としては、スチレンブタジエンゴム、ポリイソプレンゴム、ポ
リイソブチレンゴム、天然ゴム、ネオプレンゴム、クロロプレンゴム、ブチルゴム等のゴ
ム類やポリアクリル酸メチル、ボリアクリル酸エチル、ポリアクリル酸ブチル等のポリア
クリル酸アルキルエステル等の低重合度樹脂が挙げられ、これらは単独に用いられても良
いが、さらに粘着付与剤としてピッコライト、ポリベール、ロジンエステル等を添加した
ものを用いても良い。
【００６７】
尚、ディスプレイ自体の表面が高温になるものの場合には、加熱によりガスが発生する場
合があり、こういった場合にはガス吸収剤等の添加が必要になる。このような理由から、
好ましい粘着剤としては、３ｍｍのガラス板に３０μｍ のポリエステルフィルムを、３
０μｍの粘着剤で貼り合わせ、８０℃で１０日間保持後における１８０度剥離強度が３０
０ｇ／ｃｍ以上、好ましくは４００ｇ／ｃｍ以上という物性を有する粘着剤を用いるのが
望ましい。
【００６８】
粘着剤層形成方法としては、具体的には、上記ゴム類又は低重合度樹脂類をハロゲン系、
アルコール系、ケトン系、エステル系、エーテル系、脂肪族炭化水素系又は芳香族炭化水
素系から選ばれる溶媒単独又は複数混合した溶剤系に分散又は溶解して粘度を調整したも
のをディッピング法、フロ- コート法、スプレー法、バーコート法、グラビアコート法、
ロールコート法、プレードコート法及びエアーナイフコ- ト法等の公知の塗工方法で塗工
し、その後溶剤を乾燥させ、粘着剤層とする。
【００６９】
この際の粘着剤層の厚みは、通常、５～１００μｍ、好ましくは１０～５０μｍである。
粘着剤層の表面に剥離フィルムを設け、粘着剤層にゴミ等が付着しないように、プラズマ
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ディスプレイの表面に張り付けるまで粘着剤層を保護するのも良い。
この場合、フィルターの縁綾部の粘着剤層と剥離フィルムとの間に、粘着剤層を設けない
部分を形成したり、非粘着性のフィルムを挟む等して非粘着部分を形成し、剥離開始部と
すれば貼着時の作業がやりやすい。
【００７０】
プラズマディスプレイにフィルターを貼着時、プラズマディスプレイの表面とフィルター
との間に気泡が入ると画像が歪んだり、見にくくなったりする等、実用上の大きな問題と
なるので気泡の巻き込みには十分に注意する必要がある。
本発明のディスプレイ用フィルターは、上述のように直接ディスプレイ表面上に貼りつけ
ても良いが、さらに、あらかじめ透明のガラスや透明樹脂板等と貼り合わせた上で、ディ
スプレイ表面上に貼りつけても良い。
【００７１】
【実施例】
以下、実施例にて本発明を更に具体的に説明するが、本発明はその要旨を越えない限り、
以下の実施例に限定されるものではない。
実施例１
前記一般式(I)で表される色素として、Ｉ－１のテトラアザポルフィリン系色素０．００
５０ｇ、一般式(II)で表される色素として、II－３のジピラゾリルメチン系色素０．００
１０ｇ、一般式(III)で表される色素として、III－４のジピラゾリルスクアリリウム系色
素０．００１９ｇをトルエン０．７９５ｇに溶解した色素溶液０．２５ｇ、及び、バイン
ダー樹脂としてのアクリル系樹脂（三菱レーヨン社製「ダイヤナールＢＲ－８０）の２０
重量％ジメトキシエタン溶液１．０ｇとを混合した後、透明基材としてのポリエチレンテ
レフタレート製フィルム（厚み１００μｍ、三菱化学ポリエステルフィルム社製「ＰＥＴ
フィルムＴ１００Ｅ」）にバーコーターを用いて塗布し乾燥させて、膜厚６μｍのジフェ
ニルスクアリリウム系化合物含有樹脂層を形成することにより、プラズマディスプレイパ
ネル用フィルターを作製した。
【００７２】
得られたプラズマディスプレイパネル用フィルターについて、分光光度計（日立製作所製
「Ｕ－３５００」）を用いて光線透過率を測定し、その透過率曲線を図１に示した。
透過率の極小値における波長は５９２ｎｍ（透過率１０．９１％）及び５０４ｎｍ（透過
率４０．３９％）であり、両極小値以外の領域には、大きな極小値はなく、可視光線透過
率は６４．６１％であり、　又、ＪＩＳ　Ｚ８７２９に規定されるＬ* ａ* ｂ* 表色系に
おける明度Ｌ* 、色座標ａ* 、ｂ* は、２°視野、Ｃ光源において、Ｌ* ＝８４．０８２
、ａ* ＝９．６６８、ｂ* ＝－１１．９１３であり、プラズマディスプレイパネルの赤、
青、緑の三原色発光の阻害が小さく、視野の明るさの低下がないと共に、ネオ
ン発光の遮蔽性に優れた暗青色に調色されたフィルターであることが確認できた。
【００７３】
更に、このフィルターを、１００℃の恒温槽中に１００時間放置した後、分光光度計（日
立製作所製「Ｕ－３５００」）を用いて吸光度を測定することにより色素の残存率　残存
率を算出したところ、４００ｎｍで９８．５％、５０３ｎｍで９９．２％、５９２ｎｍで
９９．４％であり、耐熱性に優れたものであることが確認できた。
【００７４】
尚、Ｉ－１のテトラアザポルフィリン系色素のみを使用して、上記と同様にフィルターを
作成するとＬ* ａ* ｂ* 表色系における明度Ｌ* 、色座標ａ* 、ｂ* は、２°視野、Ｃ光
源において、Ｌ* ＝８８．６５６、ａ* ＝－１．４５１、ｂ* ＝－１９．２３６であり青
色のフィルターであった。
実施例２
実施例１で得られたフィルターの色素含有樹脂層上に紫外線カットフィルター（シャープ
カットフィルターＳＣ－３９（富士写真フィルム（株））製を積層し、耐光性の良好なプ
ラズマディスプレイパネル用フィルターを作製した。
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【００７５】
キセノンフェードメーター（スガ試験機（株）製「ＦＡＬ－２５ＡＸ－ＨＣ．Ｂ．ＥＣ」
）中で、照度７３，０００ルックス、ブラックパネル温度６３℃、相対湿度３３％の条件
下で、紫外線吸収層を露光面として８０時間露光処理した後、前記と同じ分光光度計で吸
光度を測定し、その値から色素の残存率リウム系化合物の残存率を算出したところ、４０
０ｎｍで１００％、５０３ｎｍで１００％、５９２ｎｍで９９．４％であり、耐光性が優
れていることが確認できた。
【００７６】
実施例３
前記一般式(I)で表される化合物として、Ｉ－２のテトラアザポルフィリン系色素０．０
０６５ｇ、一般式(II)で表される化合物として、II－３のジピラゾリルメチン系色素０．
００１３ｇ、一般式(III)で表される化合物として、III－４のジピラゾリルスクアリリウ
ム系色素０．００２４ｇをトルエン１．０３４ｇに溶解した色素溶液０．２５ｇ、及び、
バインダー樹脂としてのアクリル系樹脂（三菱レーヨン社製「ダイヤナールＢＲ－８０）
の２０重量％ジメトキシエタン溶液１．０ｇとを混合した後、透明基材としてのポリエチ
レンテレフタレート製フィルム（厚み１００μｍ、三菱化学ポリエステルフィルム社製「
ＰＥＴフィルムＴ１００Ｅ」）にバーコーターを用いて塗布し乾燥させて、膜厚６μｍの
ジフェニルスクアリリウム系化合物含有樹脂層を形成することにより、プラズマディスプ
レイパネル用フィルターを作製した。
【００７７】
得られたプラズマディスプレイパネル用フィルターについて、分光光度計（日立製作所製
「Ｕ－３５００」）を用いて光線透過率を測定し、その透過率曲線を図２に示した。透過
率の極小値における波長は５８４ｎｍ（透過率１６．８８％）及び５０４ｎｍ（透過率４
０．４３％）であり、両極小値以外の領域には、大きな極小値はなく、可視光線透過率は
６４．８４％であり、　又、ＪＩＳ　Ｚ８７２９に規定されるＬ* ａ* ｂ* 表色系におけ
る明度Ｌ* 、色座標ａ* 、ｂ* は、２°視野、Ｃ光源において、Ｌ* ＝８４．３８０、ａ
* ＝１６．５９９、ｂ* ＝－１１．３５６であり、プラズマディスプレイパネルの赤、青
、緑の三原色発光の阻害が小さく、視野の明るさの低下がないと共に、ネオ
ン発光の遮蔽性に優れた暗紫色に調色されたフィルターであることが確認できた。
【００７８】
更に、このフィルターを、１００℃の恒温槽中に１００時間放置した後、分光光度計（日
立製作所製「Ｕ－３５００」）を用いて吸光度を測定することにより色素の残存率　残存
率を算出したところ、４００ｎｍで１００％、５０３ｎｍで９９．１％、５８３ｎｍで１
００％であり、耐熱性に優れたものであることが確認できた。
【００７９】
尚、Ｉ－２のテトラアザポルフィリン系色素のみを使用して、上記と同様にフィルターを
作成するとＬ* ａ* ｂ* 表色系における明度Ｌ* 、色座標ａ* 、ｂ* は、２°視野、Ｃ光
源において、Ｌ* ＝８７．５９０、ａ* ＝７．３２０、ｂ* ＝－２１．０６３であり紫色
のフィルターであった。
実施例４
実施例３で得られたフィルターの色素含有樹脂層上に紫外線カットフィルター（シャープ
カットフィルターＳＣ－３９（富士写真フィルム（株））製を積層し、耐光性の良好なプ
ラズマディスプレイパネル用フィルターを作製した。
【００８０】
キセノンフェードメーター（スガ試験機（株）製「ＦＡＬ－２５ＡＸ－ＨＣ．Ｂ．ＥＣ」
）中で、照度７３，０００ルックス、ブラックパネル温度６３℃、相対湿度３３％の条件
下で、紫外線吸収層を露光面として８０時間露光処理した後、前記と同じ分光光度計で吸
光度を測定し、その値から色素の残存率を算出したところ、４００ｎｍで９３．２％、５
０４ｍで９７．４％、５８４ｎｍで８３．７％であり、耐光性が優れていることが確認で
きた。
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【００８１】
【発明の効果】
本発明の、テトラアザポルフィリン系色素 、ジピラゾリルメチン系色素及びジピラゾリ
ルスクアリリウム系色素を含有するディスプレイ用フィルターは、赤、青、緑の３原色発
光に影響を及ぼさずに色調の調節、色純度の向上、色温度の向上等ができる透過率の良好
な明るいフィルターであり、耐熱、耐光性等の耐久性に優れている。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の実施例１で得られたプラズマディスプレイパネル用フィルターの光線
透過率曲線である。
【図２】　本発明の実施例３で得られたプラズマディスプレイパネル用フィルターの光線
透過率曲線である。

【図１】

【図２】
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